
藤
島
庁
舎
総
務
企
画
課

主
催
に
よ
る
「
国
史
跡
」

講
座
の
第
２
回
が
、

月
10

５
日
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
は
門
松
英
樹
氏
東
（

北
公
益
文
科
大
学
公
益
学

部
教
授
）
で
、
テ
ー
マ
は

「
明
治
期
に
お
け
る
地
方

制
度
の
確
立
過
程
と
郡
の

機
能
」
で
す
。

大
名
な
ど
保
守
層
反
発

明
治
期
の
地
方
制
度
の

慶
応
４
年

１

始
ま
り
は
、

（
に
、
新

８
６
８
）
閏
４
月

う
る
う

、

政
府
が
政
体
書
を
交
付
し

せ
い
た
い
し
よ

「

」
と
し

府
藩
県
三
治
制

ふ

は

ん

け

ん

さ

ん

ち

せ

い

た
。明

治
政
府
は
当
初
、
大

名
や
公
家
な
ど
の
権
威
を

背
景
に
、
政
権
を
維
持
し。

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

明
治
政
府
の
直
轄
地
を

「
府
」
と
「
県
」
と
し
、

大
名
の
支
配
地
を
「
藩
」

と
し
、
二
重
支
配
的
体
制

で
あ
っ
た
。

（

）

明
治
元
年

１
８
６
８

「

」
を
公

月

藩
治
職
制

、
は
ん
ち
し
よ
く
せ
い

10布
し
「
藩
」
の
行
政
機
構

、

を
統
一
し
、
政
府
に
よ
る

「
中
央
主
権
」
体
制
の
確

立
を
目
指
し
た
。

明
治
２
年
６
月

版
籍

、「
は
ん
せ
き

」
を
実
施
し
「
版
」

奉
還

、

ほ
う
か
ん

（

）
「

」（

）

領
地
と
籍

領
民

を
天
皇
に
返
還
し
た
。

大
名
は
、
政
府
か
ら
任

命
さ
れ
る
地
方
官
と
し
て

「

」

。

の
知
藩
事
と
な
っ
た

ち

は

ん

じ

し
か
し
、
欧
米
型
の
国

家
建
設
を
目
指
し
た
明
治

政
府
の
方
針
に
、
大
名
や

公
家
な
ど
保
守
層
が
反
発

し
た
た
め
、
組
織
と
官
職

の
名
称
を
復
活
し
た

職
員
令

明
治
２
年

「

」
が

し
き
い
ん
り
よ
う

公
布
さ
れ
た
。

７
月

郡
に
「
自
治
的
要
素
」

明
治
４
年
４
月

戸

に
「、

」
を
公
布
し
、
全
国

籍
法

に
「
区
」
を
設
置
し
、
戸

長
・
副
戸
長
を
置
い
た
。

同
年
７
月

廃
藩
置

に
「、

」
を
実
施
し
、
藩
を
廃

県止
し
「
中
央
集
権
」
体
制

、

を
確
立
し
た
。

太
政
官
職

同
時
期
に
「、

だ
じ
よ
う
か
ん

」

、「

」

制

を
制
定
し

職
員
令

は
２
年
で
終
了
し
た
。に

、
江

明
治
５
年
４
月

戸
時
代
の
役
職
で
あ
る
名

主
・
庄
屋
・
年
寄
・
大
庄

屋
等
を
廃
止
し
た
。

明
治
５
年

月

大

に
「、

10
」
を
実
施
し
、

区
小
区
制

藤
島
に
区
務
所
を
設
置
。

明
治

年
７
月

地

に
「

11
」
体
制
に
移
行

方
三
新
法

し
、
東
田
川
郡
・
西
田
川。

郡
・
飽
海
郡
が
誕
生
し
た

明
治

年
４
月

区

に
「

13
」
を
制
定
し
、

町
村
会
法

国
会
に
先
行
し
て
地
方
議

会
が
整
備
さ
れ
た
。

明
治

年
４
月

市

に
「

21

」

、

制
・
町
村
制

を
公
布
し

。

藤
島
村
な
ど
が
発
足
し
た

明
治

年
５
月

府

に
「

23

」

、

県
制
・
郡
制

を
公
布
し

府
県
・
郡
に
「
自
治
的
要

素
」
が
加
わ
っ
た
。
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明
治
期
の
地
方
制
度
の
確
立

「
国
史
跡
」
講
座
２
回
目

ふ
る
さ
と
賛
歌鈴木

重
雄(

八
色
木)

精
米
工
場

八
色
木
下
区
の
村
は
ず

れ
の
あ
た
り
に
、
鈴
木
文

右
衛
門
さ
ん
（
現
当
主
三

雄
さ
ん
）
が
あ
り
、
道
路

を
挟
ん
だ
向
か
い
側
に
、

昭
和
初
期
の
精
米
工
場
が

あ
っ
た
。

モ
ー
タ
ー
に
ベ
ル
ト
を。

か
け
た
輪
が
回
っ
て
い
た

そ
の
傍
ら
に
、
力
車
と

い
う
、
石
で
作
っ
た
か
鉄

で
作
っ
た
か
は
判
ら
な
い

、

。

が
車
輪
が
回
っ
て
い
た

シ
ャ
フ
ト
を
伝
わ
っ
て

臼
に
行
き
、
玄
米
を
ド
ス

う
すン

ド
ス
ン
と
つ
く
と
、
臼

に
入
っ
て
い
る
玄
米
が
白

く
な
っ
て
い
く
。
糠
ま
じ

ぬ
か

り
の
米
を
、
ト
ウ
シ
に
か

け
て
、
米
と
糠
を
分
別
し

て
行
く
の
で
あ
る
。
子
ど

も
ら
は
ス
ゴ
イ
と
思
い
、。

こ
れ
が
文
明
だ
と
感
じ
た

精
米
が
終
わ
る
と
、
肥

料
用
の
大
豆
粕
の
粉
砕
も

行
っ
た
。
大
豆
粕
は
満
州

産
で
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
を

輪
切
り
に
し
た
よ
う
な
、

重
さ

㎏
位
に
圧
縮
し
た

30

固
形
物
で
あ
っ
た
。

、

機
織
り
場
も
あ
っ
た
が

時
代
の
移
り
変
わ
り
と
共

に
、
機
織
り
場
も
廃
業
と

な
り
、
跡
地
に
は
、
先
代

貞
次
さ
ん
が
昭
和

年
１
（
25

９
５
０
）

月
、
八
栄
島

11

郵
便
局
を
開
設
し
、
庶
民

の
金
融
機
関
と
し
て
親
し

ま
れ
た
が
、
八
栄
島
郵
便

局
は
昭
和

年
（
１
９
７

51

６
）
１
月
、
現
在
地
に
移

転
し
た
。

鈴
木
文
右
衛
門
家
は
代

々
起
業
家
で
あ
っ
た
。

貞
次
さ
ん
は
、
鶴
岡
工

業
高
校
を
卒
業
し
て
、
テ

ニ
ス
と
洋
楽
を
楽
し
む
文

化
人
で
あ
っ
た
。

八色木下区の村はずれ、
鈴木文右衛門家の前

東田川文化記念館・展示室資料から）（



市
教
育
委
員
会
が
１
月

日
か
ら
２
月
９
日
ま
で

29実
施
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
は
、

人
か
ら
１

29

０
２
件
が
提
出
さ
れ
、
そ

の
う
ち
、
賛
同
す
る
意
見

は
４
件
で
、
反
対
や
異
論

が

件
と

％
を
占
め
ま

98

96

し
た
。

そ
の
多
く
が
、
現
場
の

先
生
方
や
教
員
Ｏ
Ｂ
か
ら

で
し
た
。

「
藤
島
地
域
の
子
ど
も

の
未
来
を
考
え
る
会
」
の

慎
重
な
検
討
を
求
め
る
要
「

望
書
」
の
賛
同
者
は
、
４

月
か
ら
２
か
月
間
で
９
３

０
筆
以
上
が
寄
せ
ら
れ
、

そ
の
多
く
も
、
教
職
員
組。

合
が
集
め
た
も
の
で
し
た

パ
ブ
コ
メ
の
意
見
か
ら

拾
い
ま
し
た
。

・

不
登
校
」
や
「
隠
れ
不

「登
校
」
の
増
加
は
、
な
ぜ

今
の
中
学
生
が
生
き
づ
ら

さ
に
悩
ん
で
い
る
か
分
析

が
必
要
。

・
中
学
生
は
異
性
を
感
じ

る
青
年
で
も
あ
り
、
児
童。

か
ら
離
す
べ
き
時
も
あ
る

・
学
校
を
ま
と
め
て
い
く

こ
と
は
、
地
域
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
失
う
こ
と
。

・
特
別
支
援
の
子
ど
も
へ

の
ケ
ア
が
大
変
に
な
る
。

・
養
護
教
諭
や
図
書
職
員

等
へ
の
負
担
が
増
す
。

・
我
々
が
多
忙
に
な
り
、

子
ど
も
を
丁
寧
に
見
ら
れ

る
機
会
が
減
る
。

・
現
場
の
教
員
の
議
論
も

な
く
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で

お
ろ
し
て
も
、
現
場
は
混

、

。

乱
し

う
ま
く
進
ま
な
い

・
日
教
組
の
教
育
文
化
局

長
は

「
全
国
の
義
務
教
育

、

学
校
で
う
ま
く
い
っ
て
い

る
事
例
は
な
い
」
と
断
言

し
て
い
る
。

、

▲
マ
～
と
に
か
く
年
金
は

引
く
も
の
を
引
い
て
し
ま

い
、
残
り
で
飯
を
食
え
と

い
う
形
。
そ
れ
で
い
て
、。

政
治
の
金
の
動
き
の
方
は

▲
お
金
に
は
綺
麗
な
（
俺

は
そ
う
思
っ
て
い
た
）
石

破
首
相
。
官
房
長
官
の
時

の
金
の
使
い
方
が
新
聞
赤

旗
日
曜
版
（

／
６
日
付

10

け
）
に
載
っ
て
い
た
が
、。

綺
麗
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
だ

。

領
収
書
不
要
の
お
金
の
事

▲
何
し
ろ
、
赤
旗
の
調
査

力
は
す
ご
い
。
岸
田
が
首

相
を
辞
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
わ
け
は
、
新
聞

赤
旗
が
調
べ
た
裏
金
問
題

な
ん
だ
か
ら
。
億
と
付
く

裏
金
で
議
席
を
占
め
て
い

た
ん
だ
。
こ
ん
な
自
民
党

は
選
挙
で
野
党
に
し
な
く

っ
ち
ゃ
政
治
は
変
わ
ら
な。

い
か
ら

よ
ろ
し
く

だ

、

、

▲
で
彼
が
官
房
長
官
時

政
策
活
動
費

・
５
億
円

17

も
使
っ
て
い
た
ん
だ
っ
て

ヨ
使
途
に
つ
い
て
は
可

。

「
」

能
な
限
り
明
ら
か
に
す
る

と
言
っ
て
い
た
彼
。
国
会

で
明
ら
か
に
し
て
も
ら
い

ま
し
ょ
う
（
石
川
）

。

使
途
を
明
ら
か
に

皆
さ
ん
に
も
来
た
で
し

ょ
う
ね
。
日
本
年
金
機
構

か
ら
。
特
別
徴
収
額
（
年

金
支
払
い
の
時
、
向
こ
う

で
差
し
引
く
も
の
）
の
変

更
に
よ
る
も
の
な
の
だ
と

書
い
て
あ
る
が
、
こ
れ
か

ら
の
年
金
振
込
通
知
だ
。

▲
そ
れ
に
よ
る
と
、
来
年

の
２
月
か
ら
年
金
支
払
額

が
変
わ
る
と
い
う
。
ど
う

変
わ
る
の
か
と
言
え
ば
、

２
ヶ
月
に
１
回
貰
う
年
金

が
７
円
増
え
る
額
に
な
っ

て
い
た
。
年
間
で

円
増

42

え
る
事
に
な
る
が
、

、

▲
受
け
取
る
額
と
言
え
ば

月
に
送
ら
れ
て
く
る
額

12よ
り
２
月
か
ら
の
額
が
、

７
９
１
円
少
な
く
な
っ
て

い
る
ん
だ
。
な
ん
で
少
な

く
な
る
の
か
と
見
れ
ば
、

所
得
税
と
住
民
税
が
差
し

引
か
れ
る
と
あ
る
。

▲
何
故
２
月
か
ら
７
円
上

が
っ
て
、
何
故
所
得
税
が

出
て
く
る
ん
だ
ろ
う
か
。

皆
さ
ん
に
は
、
不
思
議
が。

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
ナ

東
田
川
史
跡
物
語

稲
作
改
良
碑
⑧

青
山

崇

稲
作
改
良
碑
原
文

小
中
一
貫
校(

義
務
教
育
学
校)

へ
の
疑
問
②

小
・
中
学
生
か
ら
、
意
見
を
聞

か
ず
に
決
め
る
の
で
す
か
？

疑問4２
０
２
２
年
に
制
定
さ

れ
た
「
こ
ど
も
基
本
法
」

に
「
こ
ど
も
の
意
見
表
明

、
権
」
の
行
使
が
義
務
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。

小
中
一
貫
校
（
義
務
教

育
学
校
）
は
、
子
ど
も
た

ち
の
学
校
環
境
と
生
活
範

囲
を
劇
的
に
変
え
て
し
ま

い
ま
す
。

正
面
か
ら
、
子
ど
も
た

ち
の
意
見
を
聞
く
こ
と
も

な
し
に
（
法
を
守
ら
ず
）

、

進
め
て
い
い
の
で
し
ょ
う

か
？

現
場
の
先
生
方
か
ら
反
対
の
声

が
多
く
、
大
丈
夫
で
す
か
？

疑問5


